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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,下廃水中からの効率的にリン除去を行うことを目的とし,嫌気好気活性汚泥法を,嫌気槽で
の有機物摂取およびリン蓄積細菌と一般の通性嫌気性細菌の競合関係に焦点を当てて研究するとともに,
種々の実廃水に適用する場合の設計 ･操作条件を探究したものをとりまとめたもので,得られた成果は以
下の通りである｡
1.高率のリン除去を得るためには,嫌気槽での残留有機物濃度を下げるような操作条件が必要となり,
このためには嫌気槽を通過する汚泥のフラックス量に対する有機物負荷を,リン含有率から決定される有
機物の最大摂取能力以下に設定することが基本的に重要であることが示された｡
2.嫌気好気活性汚泥法は下水や食品産業廃水に対してリン除去やバルキング抑制技術として有効であ
ることが明かにされた｡
3.活性汚泥の構成微生物としてリン蓄積細菌と一般通性嫌気性細菌の競合の概念を導入した数理モデ
ルが提示され,実下水処理データとの比較により適用性が検証された｡
4.数理モデルによる操作因子の操作幅の検討がなされ,下水の場合はP/BOD比が0.05以下である
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ことが必要であり,また流入水のリン濃度が高い廃水では最適なP/BOD比は狭い範囲となるが,汚泥返
送率を大きくする操作により,リン蓄積細菌の優先的な増殖が可能な範囲が広がり,良好なリン除去を行
いうるP/BOD比の範囲が拡大することが示された｡
5.嫌気好気活性汚泥法によるリン除去では汚泥処理系からのリン返流負荷の削減対策が重要であるこ
とが示され,その対策として汚泥処理系でのリンの化学的固定化法などが提案されている｡
以上要するに,本論文は生物学的リン除去法である嫌気好気活性汚泥法の機能と操作設計因子について,
ベンチスケールから実規模施設での実験および数理モデルにより研究を行ったものであり,学術上,実際
上寄与するところが少なくない｡よって,本論文は博士 (工学)の学位論文として価値あるものと認める｡
また,平成9年 1月28日に論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果,合格と認めた｡
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